
 

白峯神宮 

[東陣] 

 

白峯神宮は、プロスポーツ選手、スポーツチームに所属する子供達、そしてスポーツファンの

間で人気の神社で、重要な試合やシーズンの幕開けの前には幸運を祈る参拝者が集まります。

アスリートやファンが奉納したたくさんのサッカーボールやその他のスポーツ用品が、白峰神

宮の御守り売り場の横に展示されています。 

 

白峰神社がスポーツに関連づけられるようになったのは、この神社がかつて貴族の飛鳥井家が

所有する土地に建てられていることに由来します。飛鳥井家は古代のサッカーのような蹴鞠が

卓越して上手だったことで有名だったので、飛鳥井家の氏神は球技の神と考えられ、白峰神宮

で祀られた 3 柱の神の 1 柱となっています。 

 

その神は精大明神で、白峯神宮が 1868 年に創建されてからすぐ後にここに祀られるようにな

りました。白峯神宮の創建は、国内の対立や外国勢力による開国と貿易の要求などで混乱を極

めた時代において国を守るために、孝明天皇（1831–1867）が願われたことによります。 

 

孝明天皇は、新たに創建する神宮ではご自身の先祖である崇徳天皇（1119–1164）を祀ろう

と考えられました。崇徳天皇は、孝明天皇の約 700 年前に宮中での勢力争いの結果追放された

悲劇の人物です。孝明天皇は、崇徳天皇の魂を鎮めて祀ることで、国をまとめて外国からの危

機に立ち向かうことに繋がると考えられたのです。 

 

孝明天皇は、白峯神宮の建築が完了する前に崩御あらせられました。孝明天皇の息子の明治天

皇（1852–1912）が、孝明天皇にかわって指揮され、その完成を見届けられました。崇徳天

皇の魂は、同じく追放された古代の統治者淳仁天皇（733–765）の魂と共に祀られました。ま

た、もともとこの場所に祀られていた精大明神も祀られました。 

 


